
新型コロナウイルス
感染症について
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新型コロナウイルス
感染症対策について

　

本
院
の
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
内

に
は
「
院
内
学
級
」
が
あ
り
、
大

阪
府
北
部
の
病
弱
教
育
を
担
当
す

る
大
阪
府
立
刀
根
山
支
援
学
校
の

教
員
が
授
業
を
受
け
持
っ
て
い
ま

す
。
院
内
学
級
に
は
小
学
部
と
中

学
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
教
室
が

1
室
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
期
間
の
入
院
が
必
要
な
児
童
生

徒
も
少
な
く
な
く
、
主
治
医
か
ら

許
可
を
受
け
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

治
療
の
た
め
教
室
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
児
童
生
徒
に
は
教
員
が

病
室
を
訪
れ
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

院
内
学
級
は
、
子
ど
も
た
ち
が

退
院
し
た
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
地
域

の
学
校
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
精
神
的
な
支
え
と

し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

学習も心もサポート

子
ど
も
た
ち
は
病
気
や
け
が
の
治

療
へ
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
入
院

し
て
い
ま
す
。
つ
い
「
な
ぜ
自
分

だ
け
が
」
と
思
う
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、
院
内
学
級
で
同
じ
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
の
存
在

が
大
き
な
心
の
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
情
緒
の
安

定
は
治
療
へ
の
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

学
習
以
外
に
も
、
例
年
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
デ
イ
ル
ー
ム
で
大
運

動
会
や
学
習
発
表
会
、
夏
祭
り
な

ど
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す（
今
年

度
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中

止
）。
行
事
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

が
協
力
し
合
う
活
動
は
、
大
き
な

成
功
体
験
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

院
内
学
級
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

入
院
中
の
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添

っ
た
教
育
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、「
Ａ
Ｉ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
」「
Ａ
Ｉ
研
究

支
援
部
門
」「
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
バ
ン
ク

部
門
」
の
３
部
門
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

電
子
カ
ル
テ
に
音
声
入
力

　

「
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
」

は
、
医
師
・
看
護
師
の
業
務
支

援
・
事
務
業
務
支
援
と
、
各
診
療

科
に
よ
る
Ａ
Ｉ
研
究
・
開
発
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
近

年
、
医
療
の
専
門
化
・
複
雑
化
に

よ
り
、
患
者
さ
ん
が
診
断
内
容
や

治
療
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ

に
よ
る
電
子
カ
ル
テ
へ
の
音
声
入

力
に
よ
り
、
医
師
が
患
者
さ
ん
と

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
説
明
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
実
証
研
究
中
で
す
。
看
護
師

業
務
に
お
い
て
は
入
院
時
の
問
診

を
支
援
す
る
Ａ
Ｉ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
検
証
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
手
術
な
ど
の
事
前
説
明
に
お

い
て
も
、
Ａ
Ｉ
が
患
者
さ
ん
の
表

情
や
声
の
ト
ー
ン
な
ど
か
ら
納
得

度
を
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
医
師
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
中
で
す
。

　

「
Ａ
Ｉ
研
究
支
援
部
門
」は
、
Ａ
Ｉ

技
術
を
医
療
分
野
に
応
用
す
る
研

究
・
開
発
や
、
実
用
化
に
お
い
て

生
じ
う
る
倫
理
的
・
法
的
な
課
題

な
ど
の
解
決
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
バ
ン
ク
部
門
」
は
、

本
院
内
の
大
規
模
な
医
療
デ
ー
タ

を
集
積
・
保
存
し
利
活
用
す
る

「
阪
大
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
を
運
営
す

る
た
め
の
部
門
で
す
。
連
携
企
業

が
本
院
の
医
療
デ
ー
タ
を
使
用
し

て
次
世
代
医
療
機
器
を
研
究
開
発

す
る
際
に
は
、
患
者
さ
ん
の
同
意

を
得
る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

歩
く
だ
け
で
フ
レ
イ
ル
診
断

　

Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
実
現
に
向
け

た
研
究
・
開
発
は
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
例
え
ば
、
超
高
齢
社
会
を

迎
え
問
題
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者

の
フ
レ
イ
ル
(虚
弱
)を
診
断
で
き

る
自
動
診
断
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の

た
め
、
臨
床
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
歩
く
様

　新型コロナウイルス感染症流行
の波が次々に起こっています。本
院では、大阪府の重症新型コロナ
ウイルス感染症患者を診療する病
院として、職員一同団結して重症
患者さんの診療にあたっています。
同時に、地域への高度医療提供を
果たすことも本院の使命であり、
新型コロナウイルス感染症流行下
でも院内感染対策と医療安全に十
分注意しながら日常の医療を遂行
しています。院内感染対策の基本
はマスク着用と手洗いです。さらに
体調不良の職員は早めに休んで
PCR検査を受けるように院内体制
を整えています。また、外来や入院
中の患者さんも、主治医が新型コロ
ナウイルス感染症を疑った場合は
迅速に検査ができるように臨床検
査部や感染制御部が24時間体制で
対応しています。このように本院
は、新型コロナウイルス感染症に対
して地域の重症医療拠点の役割を
担うと同時に、日常の高度医療提
供を絶やさず、医療安全に十分注
意しながら診療・看護を続けてい
ます。面会や受診に一定の制限を
設けており、ご不便をおかけするこ
ともありますが、院内感染防止の
ため徹底した対策をとっています
ので、ご理解とご協力をお願いしま
す。また、新型コロナウイルス感染
症のワクチン開発や新しい診断機
器の開発も行っており、安全で安心
な社会の実現にも貢献しています。

駐車場の場所変更
　

４
月
か
ら
、
現
在
の
駐
車
場
の
場

所
に
「
統
合
診
療
棟
」（
令
和
７
年
オ

ー
プ
ン
予
定
）と
い
う
新
し
い
建
物
の

建
設
工
事
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
駐
車
場
の
場
所
を
変
更
し
ま

す
。
変
更
後
は
駐
車
場
か
ら
病
院
建

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
目
標
達
成

　

本
院
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
面
会
制
限
で
入
院
中
の

赤
ち
ゃ
ん
に
会
え
な
い
ご

家
族
の
た
め
に
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
新

型
コ
ロ
ナ
・
入
院
中
の
赤

ち
ゃ
ん
と
24
時
間
会
え
る

シ
ス
テ
ム
構
築
を
！
」
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
１
０
０

０
人
以
上
の
方
か
ら
３
２

０
０
万
円
を
上
回
る
ご
寄

附
を
頂
き
、
最
終
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
方
々
の
温

か
い
ご
支
援
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

テレビ会議システムを使って天王寺動物園の飼育員さんと交流する子どもたち

物
ま
で
の
距
離
が
遠
く
な
る
た
め
、

工
事
完
成
ま
で
の
長
期
間
、
お
車
で

来
院
さ
れ
る
方
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

全
体
の
駐
車
可
能
台
数
に
、
ほ
ぼ

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機

関
で
の
来
院
が
可
能
な
方
は
何
と
ぞ

ご
利
用
い
た
だ
き
、
お
車
で
の
来
院

を
お
控
え
く
だ
さ
る
よ
う
、
引
き
続

き
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
か
ら
正
面
玄
関
前
に
、

移
動
が
困
難
な
患
者
さ
ん
用
の
駐
車

場
を
25
台
分
開
設
し
ま
し
た
。
利
用

条
件
に
留
意
い
た
だ
き
、
誘
導
員
の

指
示
に
従
っ
て
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
満
車
の
場
合
、
長
時
間
の

空
車
待
ち
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

病 棟

外来･中央
　　     診療棟

入
退
院

玄
関

正
面
玄
関

統合診療棟を
建 設

（現在の駐車場）

ホスピタルパーク

駐車場 府
道
茨
木
・
摂
津
線

駐
車
場

場所変更（４月から）

新設（1月から）

モ
ノ
レ
ー
ル

阪
大
病
院
前
駅

お知らせ

感染制御部長 朝野 和典 
【講 師】

子
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
だ
け
で
、

Ａ
Ｉ
が
フ
レ
イ
ル
の
レ
ベ
ル
ま
で

を
判
定
し
、
治
療
方
針
の
決
定
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、

腎
臓
病
の
病
理
診
断
な
ど
に
お
い

て
、
人
の
目
で
は
判
定
が
難
し
い

変
化
を
検
知
で
き
る
、
病
理
画
像

診
断
シ
ス
テ
ム
も
開
発
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
目
標
は
、
Ａ
Ｉ

技
術
が
搭
載
さ
れ
た
機
器
や
設
備

を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
患
者

さ
ん
と
医
療
従
事
者
双
方
に
役
立

つ
Ａ
Ｉ
医
療
シ
ス
テ
ム
の
実
装
に

よ
り
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
適

し
た
新
し
い
医
療
、
人
間
ら
し
い

医
療
を
生
み
出
す
こ
と
。「
す
べ
て

は
患
者
さ
ん
の
た
め
に
」
と
の
思

い
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

院
内
学
級

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

赤ちゃんとの面会システム

AI医療センター

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

年頭所感

病院長
土岐  祐一郎
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予防・検診

家庭

病院

ホームモニタリング

業務支援・負担軽減 診療の高度化

・熱中症対策シャツ型
・認知症鑑別AI・ウェアラブルデバイス
・子宮頸がんスマホ型検診デバイス
・認知症鑑別AI/診断デバイス

・家電使用状況AI生活モニタリング
・循環器ホームモニタリング

・顔認証システム
・AI歩容解析フレイル診断
・放射線画像見落とし防止
・放射線画像診断支援AI
・問診診断支援AI

・AI音声入力
・問診・文書作成支援AI
・内視鏡診断支援AI
・診断支援AI
・病理診断支援AI
・眼科画像支援AI
・がんリキッドバイオプシー
・ICU/NICU医療支援AI
・手術説明同意支援AI

OCR-net病院
秘密計算

産
官
学
A
I
開
発

阪大病院
データバンク

新年おめでとうございます。長い医師人
生の間にバブル崩壊や大震災に遭遇し、こ
れ以上の厄災はないと思っていましたら、
昨年は新型コロナ禍に見舞われました。
本院でも、集中治療部（ICU）、高度救命救
急センター、呼吸器内科及びICU経験のあ
る看護師等を中心に、医療従事者が多忙
を極めています。本紙発行日現在でも、大
阪府に緊急事態宣言が出されており、予
断を許さない状況です。本院では今後も
新型コロナウイルス感染症に万全の対策
をとって臨みますので、みなさまのご協
力をよろしくお願いいたします。

患者さん本位の
最先端医療実現に向けて

動画 2

動画1

歩く様子を撮影（写真上）

電子カルテに連携

AIが関節位置を検出（写真下）

フレイルの
レベル判定

“歩くだけ”でフレイル診断“歩くだけ”でフレイル診断

2

1

3

4

　
本
院
は
、
Ａ
Ｉ
(人
工
知
能
)技
術
を
駆
使
し
病
気

の
超
早
期
・
超
精
密
診
断
や
医
師
と
患
者
の
良
好
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
め
ざ
す
『
Ａ
Ｉ
基

盤
拠
点
病
院（
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
／
内
閣
府
）』
の
拠

点
病
院
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
医
療
セ
ン
タ

ー
は
、
２
０
１
９
年
４
月
に
開
設
さ
れ
、
当
該
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
管
理
部
門
と
し
て
、
ま
た
、
新
病

院
を
含
む
病
院
再
開
発
に
向
け
て
Ａ
Ｉ
を
病
院
全
体

に
導
入
し
、
最
先
端
医
療
と
医
療
過
誤
ゼ
ロ
、
患
者

本
位
の
全
人
的
医
療
を
実
現
す
る
た
め
、
各
診
療
科

と
連
携
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

家庭から病院までの循環型トータルAI医療システム

西田幸二センター長



ナビゲーションシステムと3D外視鏡を用いた
てんかん（焦点切除）手術の様子

献血を済ませた南正人手術部長

顕
微
鏡
の
よ
う
に
像
を
拡
大
す
る

機
能
を
持
ち
、
高
精
度
な
診
断
が

行
え
ま
す
。

　

高
度
な
内
視
鏡
検
査
を
安
全
・

効
率
的
に
行
う
た
め
、
当
セ
ン
タ

ー
は
、
院
内
で
使
用
さ
れ
る
内
視

鏡
を
集
中
管
理
し
て
い
ま
す
。
感

染
対
策
と
し
て
洗
浄
シ
ス
テ
ム
が

一
元
管
理
さ
れ
、
定
期
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
全
て
の
内
視
鏡
は
ナ
ン
バ
リ

ン
グ
さ
れ
、
貼ち

ょ
う
ふ付
し
た
バ
ー
コ
ー

ド
タ
グ
に
よ
り
、
使
用
や
洗
浄
の

履
歴
も
正
確
に
把
握
で
き
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が
少
な

い
、
鎮
静
剤
を
使
用
し
た
内
視
鏡

検
査
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
る
な
か
、

検
査
後
に
鎮
静
剤
が
切
れ
る
ま
で

休
ん
で
い
た
だ
け
る
リ
カ
バ
リ
ー

チ
ェ
ア
を
増
設
し
ま
し
た
。
看
護

師
が
モ
ニ
タ
ー
で
血
圧
な
ど
の
全

身
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す

の
で
、
初
め
て
の
患
者
さ
ん
も
安

心
し
て
内
視
鏡
検
査
を
受
け
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
医

師
・
看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
が

一
体
と
な
り
、
最
先
端
の
低
侵
襲

で
安
全
な
医
療
を
提
供
し
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
は
、
本
院
に

通
院
・
入
院
中
の
患
者
さ
ん
に
、

内
視
鏡
に
よ
る
「
診
断
」
と
「
治

療
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
消
化
器
内
視
鏡
検
査
、
カ

プ
セ
ル
内
視
鏡
検
査
、
胆た

ん
す
い膵
内
視

鏡
検
査
、
小
腸
内
視
鏡
検
査
、
気

管
支
内
視
鏡
検
査
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
臓
器
疾
患
に
対
す
る
内
視
鏡
治

療
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
院

内
で
発
生
し
た
緊
急
止
血
や
異
物

除
去
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

「
内
視
鏡
に
よ
る
診
断
」
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
２
０
１
９
年
度

の
実
施
件
数
は
、
上
下
部
消
化
管

内
視
鏡
検
査
７
５
０
７
件
、
カ
プ

セ
ル
内
視
鏡
検
査
69
件
、
小
腸
内

視
鏡
検
査
１
２
７
件
、
気
管
支
鏡

検
査
１
５
８
１
件
、
小
児
内
視
鏡

検
査
50
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
膵
が
ん
の
増
加
に
よ
る
胆
膵
超

音
波
内
視
鏡
検
査
や
穿せ

ん

し刺
細
胞
診

(針
を
刺
し
て
病
変
部
の
細
胞
を
吸

引
し
診
断
す
る
)も
４
４
６
件
と
急

増
し
て
い
ま
す
。

　

「
内
視
鏡
に
よ
る
治
療
」
で
は
、

食
道
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

に
対
す
る
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥

離
術（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）に
実
績
が
あ
り
、

５
年
間
で
１
・
５
倍
に
増
え
て
お

り
、
各
診
療
科
か
ら
依
頼
さ
れ
る

胃
ろ
う
造
設
も
３
倍
以
上
と
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
「
超
音
波
内
視

鏡
」
や
「
拡
大
内
視
鏡
」
な
ど
も

導
入
し
て
い
ま
す
。
超
音
波
内
視

鏡
は
、
内
視
鏡
の
先
端
に
超
音
波

装
置
が
付
属
し
、
胃
な
ど
か
ら
他

の
臓
器
を
観
察
・
組
織
採
取
を
行

う
な
ど
、
体
内
か
ら
病
変
を
観
察

で
き
ま
す
。
ま
た
拡
大
内
視
鏡
は
、

脳
神
経
外
科

内
視
鏡
使
い
高
精
度
な
診
断
・
治
療

検
査
後
も
安
心 

リ
カ
バ
リ
ー
チ
ェ
ア

　

脳
神
経
外
科
は
脳
や
脊せ

き
ず
い髄

の
病

気
を
担
当
し
ま
す
。
20
世
紀
は
頭

の
け
が
や
脳
卒
中
、
脳
腫
瘍
な
ど

が
大
部
分
で
し
た
が
、
近
年
は
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
て
ん
か
ん
の
手

術
も
行
う
よ
う
に
な
り
、
本
態
性

振
戦
（
ふ
る
え
）
や
小
児
奇
形
、
脊

髄
変
性
疾
患
や
脊
髄
腫
瘍
、
難
治

性
疼と

う
つ
う痛
と
い
っ
た
疾
患
も
診
療
対

象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
手
術
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
に
よ

る
治
療
や
超
音
波
を
用
い
た
先
進

的
な
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
か
ら
の
顕
微
鏡
手
術
で
腫

瘍
を
取
っ
た
り
血
管
を
つ
な
い
だ

り
と
い
う
脳
神
経
外
科
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
た
の
は
、
診
断
や
手
術

で
用
い
る
技
術
や
機
器
の
進
歩
で

す
。
手
術
の
安
全
性
が
向
上
し
、

手
術
時
間
も
短
く
な
る
こ
と
で
以

前
よ
り
患
者
さ
ん
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う

細
い
管
で
血
管
内
の
手
術
が
可
能

に
な
り
、
頭
を
開
か
ず
に
済
む
治

療
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
患

者
さ
ん
の
意
識
を
保
っ
た
ま
ま
で

行
わ
れ
る
覚
醒
下
手
術
は
、
脳
機

能
を
確
認
し
な
が
ら
手
術
を
実
施

で
き
る
た
め
、
後
遺
症
を
最
小
限

に
抑
え
て
最
大
限
の
脳
腫
瘍
摘
出

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治
療
に
使
う

脳
深
部
刺
激
装
置
も
格
段
に
発
達

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ（
磁

気
共
鳴
画
像
装
置
）も
、
よ
り
鮮
明

で
さ
ま
ざ
ま
な
画
像
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
診
断
技
術
が
向
上

し
ま
し
た
。
大
学
病
院
で
あ
る
本

院
は
、
こ
う
し
た
高
度
な
医
療
を

提
供
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

技
術
革
新
は
、
手
術
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
伝
え
る
教
育
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。
手
術
を
し
て
い
る
術
者

１
人
だ
け
が
顕
微
鏡
で
手
元
を
見

る
の
で
は
な
く
、
他
の
ス
タ
ッ
フ

も
３
Ｄ
モ
ニ
タ
ー
で
共
有
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
科
は
脳
機
能
の
解
明
な
ど
神
経

科
学
の
研
究
に
も
力
を
注
ぎ
、
外

科
治
療
の
発
展
に
つ
な
げ
よ
う
と

努
め
て
い
ま
す
。

　

本
院
は
高
度
医
療
を
提
供
す
る

「
特
定
機
能
病
院
」
の
た
め
、
救
急

搬
送
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
受
診

に
は
か
か
り
つ
け
医
な
ど
か
ら
の

紹
介
状
が
必
要
で
す
。
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
や
て
ん
か
ん
な
ど
の
慢
性

病
を
薬
で
治
療
し
て
い
る
場
合
は
、

大
学
病
院
を
受
診
す
る
き
っ
か
け

は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
大
学
病
院
は
、
手
術
な
ど

他
の
治
療
方
法
を
提
案
し
た
り
、

検
査
を
し
て
デ
ー
タ
を
持
っ
て
帰

っ
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。「
敷
居
が
高
い
」と
感
じ

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、か
か

り
つ
け
医
に
相
談
を
し
て
、
受
診

を
検
討
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。動
画
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い（
本
ペ
ー
ジ
左
下
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。

脳や脊髄の病気に対応
新技術で安全な手術を

令和２年秋の紫綬褒章
澤 芳樹心臓血管外科長が受章

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

　昨年11月27日に「事務部長おすすめ ～秋の中華御膳～」を提
供しました。五目焼きそばには、隠し味に紹興酒（しょうこう
しゅ）を使い、中華料理らしい点心も合わせて、うまみたっぷり・
具材たっぷりの本格中華料理に仕上げました。病院食では珍し
い中華料理に、患者さんからは「本物の中華の味だった」「治療で
食欲が出なかったけど完食できた」と大好評。中華らしさをあ
しらったカードには延原事務部長からの直筆メッセージを添え、

「治療の励みになった」とうれしいお声をいただきました。次回
は３月に栄養マネジメント部長おすすめ御膳を予定しています。

　昨年11月に病院食アンケートを実施しま
した。食事の満足度を伺った項目では、『満
足・やや満足・普通』合わせて、一般治療
食83%、特別治療食92％でした。
　特別治療食では「味付きご飯は食べたい
ですか？」と調査した結果、75%もの方が

『食べたい』と回答されました。具体的には
『炊き込みご飯（タケノコ、キノコ、クリな
ど）』や『炒飯（チャーハン）』を食べたいと
いうご意見を多くいただきました。これま
で、塩分が多くなりがちな炒飯の提供はあ
りませんでした。調理の工夫により塩分制
限が必要な方にも楽しんでいただけるよう、
メニュー開発に取り組んでまいります。

～秋の中華御膳～

動画はこちら

QRコードから関連
動画をご覧いただけ
るようになりました AI医療センター 新型コロナウイルス

感染症対策について
脳神経外科

メニュー

●あんかけ五目焼きそば
●点心

●中華スープ
●中華風あえもの

●デザート

メニュー

●あんかけ五目焼きそば
●点心

●中華スープ
●中華風あえもの

●デザート

第15回

事務部長おすすめ

理容室・美容室「こもれび」がリニューアル

阪大病院がんサロンを開催

献血を実施

令和2年11月16日

令和2年12月18日

令和2年5月14日

アンケート食病 院

22021年1月25日Osaka University Hospital News No.81

　このたび、整形外科長を拝命しました。整形外科は骨、軟
骨、筋肉、靭

じんたい

帯、神経などの運動器全般に関わる疾患を対
象としており、本院では骨折や変形性関節症、脊

せきついついかんばん

椎椎間板
ヘルニアなどの一般的な整形外科疾患のみならず、ナビゲー
ションを用いた正確な人工関節手術や骨軟部悪性腫瘍、脊
柱変形などの高度な技術を要する幅広い領域に対する診療
をおこなっています。患者さんに受診して良かったと思わ
れるよう、スタッフ一同丁寧な診察と安全な手術を心掛け
努力してまいります。何とぞよろしくお願い申し上げます。

（令和3年1月1日就任）

岡
おか

田
だ

 誠
せい

司
じ

●整形外科長

診 療 科 長 紹 介新

　オンコロジーセンターにおいて「がんと放射線治療」をテー
マに専門の医師や看護師による講演の後、患者さんから具体
的な質問をお受けしました。終了後のアンケートでは「放射線
治療への理解が深まった」等のお声をいただきました。

　大阪府赤十字血液
センターによる献血が
年に１、２回本学吹田
キャンパスで行われて
います。昨年の１２月
１８日に、医学部前に
献血バスがやってき
て、献血が実施されま
した。

　本院の理容室・美容室が「こもれび」として、昨年５月14日
にリニューアルオープンしました。
　カーテンで仕切られたプライベートスペースでの施術が好
評です。ウィッグの取り扱いや、病棟への出張カットも承りま
すので、お気軽にご相談ください。

澤科長のコメント
「心臓移植や人工心臓治療に次ぐ第３
の重症心不全の治療法として行って
きた心筋再生医療の開発研究を評価
いただいたことをうれしく思います。
今後も一人でも多くの患者を救うた
め、努力してまいります」

PHOTO TOPICS
ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース

無回答不満やや不満普通やや満足満足
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